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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本研究は、溶接に伴う変形制御は溶接加工工程の効率化、及び製品の性能・機能の確保から不可欠であるが、特に、
自動車部品のような微細な極薄肉円筒部品の円周溶接における変形制御を取り上げている。ここでは、溶接変形挙動
の実験的把握および数値解析を実施し、溶接変形メカニズムの考察を行うと共に、より高精度なサブミクロンレベル
の溶接変形を対象として、レーザ溶接の特性を最大限に活かし、「溶接変形を積極的に利用」して変形を制御する新
しい制御手法を提案し、本研究で提案するインプロセス型の変形制御法は十分に実用可能であることを明確にした。
本論文の主な新しい着目点と結論は以下の通りである。 
⑴ 極薄肉円筒の円周溶接による曲り変形によって生じる同軸度変化と円筒の真円度変化を主な変形制御を研究対
象として取り上げ、レーザを用いて円周溶接したときの変形の特徴を数値解析を用いて明らかにし、溶接変形そ
のものをアクティブに制御するために必要なパラメータを抽出することで、新しい観点からのインプロセス変形
制御手法の提案を行っている。 
⑵ 円周溶接した場合に同軸度変化として現れる曲げ変形について、数値解析によってレーザ溶接変形シミュレーシ
ョンを行うことにより、円周溶接によって生じる曲がり変形の特徴を明確にし、溶接前の部品状態を基に、溶接
開始位置とオーバラップ量を決めることにより、溶接前工程の部品精度に依存することなく、溶接工程で精度の
良い部品を製作することが可能となる新しいインプロセス変形制御手法を明らかにしている。 
⑶ 円筒溶接における真円度が問題となる部品のサブミクロンレベルの厳しい精度要求に対応するため、薄肉円筒部
品の円周溶接における真円度変化特徴について数値解析を用いた詳細な解析によって、真円度の変化の特徴など
を明確にしている。続いて、その特徴を踏まえ、変形制御するための溶接方法として溶接により発生した変形を
更なる溶接によって相殺させる手法が有効となることを明確にし、同時溶接で変形を制御するために、レーザビ
ームの分光手法を考案し、変形をアクティブに制御するインプロセスで制御法を提案し、その実施事例を示して
いる。 
 以上のように、本論文で提案している溶接変形の特徴を踏まえ、更に溶接変形を積極的に利用して高精度に溶接変
形を制御する手法の提案とその詳細な検討の方法は、高精度溶接の実現にとって有用な知見を得ている。その成果は、
溶接変形制御に新しい流れを生み出すものでもあり、溶接部品の高度な品質管理につながる新たな知見を与えており、
溶接構造工学・生産科学の発展に寄与するところが大である。 
 よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
